
近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

七
七



 

2 

 

そ
の
支
藩
で
は
、
寺
社
の
什
物
目
録
も
し
く
は
役
所
の
引
継

の
意
で
使
わ
れ
て
い
た
（
４
）

。
藩
内
の
他
の
寺
社
に
対
し
て
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
当
該
寺
社
の
文
書
群
中
や
県
庁
伝
来
旧

藩
記
録
内
に
関
連
文
書
が
散
見
さ
れ
る
（
５
）

。
但
し
、
萩
藩
の

校
割
帳
改
に
関
し
て
は
、「
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
毛
利
綱

広
条
々
（
諸
寺
法
度
の
事
（
６
）

）
」
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る

記
述
は
あ
る
が
、
校
割
帳
の
名
は
な
い
。 

手
続
き
と
し
て
は
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
７
）

。
①

住
持
・
社
職
の
代
替
わ
り
後
九
〇
日
以
内
に
勘
場
を
通
じ
て

藩
の
寺
社
所
へ
校
割
帳
改
の
実
施
を
願
い
出
る
。
②
寺
社
所

検
使
が
証
人
と
し
て
当
該
寺
社
へ
派
遣
さ
れ
る
。
③
校
割
帳

を
も
と
に
証
人
が
確
認
、
署
判
す
る
。
④
検
使
の
報
告
を
も

と
に
寺
社
奉
行
が
承
認
、
署
判
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
る
た
め
、
校
割
帳
の
奥
書
に
は
、

当
該
寺
社
の
住
持
・
社
職
に
よ
る
署
判
の
あ
と
に
、
検
使
の

署
判
、
寺
社
奉
行
の
署
判
が
続
く
。
な
お
、
校
割
帳
は
二
部

作
成
さ
れ
、
寺
社
所
と
当
該
寺
社
、
両
方
で
保
管
さ
れ
た
。 

多
賀
社
の
校
割
帳
改
に
つ
い
て
は
、
『
防
長
風
土
注
進
案
』

（
以
下
『
注
進
案
』
）
に
記
載
が
あ
る
（
８
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
高
橋
左
近
右
之
、
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
の
高
橋
摂
津
守
有
文
（
右
文
）
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
の
高
橋
城
之
介
有
武
の
代
、
計
三
度
行
な
わ
れ
た
と

い
う
。
江
戸
時
代
、
多
賀
社
大
宮
司
高
橋
家
の
当
主
を
務
め

た
の
は
、
言
延
、
佐
延
、
右
之
、
右
好
、
右
弥
、
有
文
、
有

武
、
右
胤
の
八
人
な
の
で
（
９
）

、
代
替
わ
り
に
合
わ
せ
て
確
実

に
実
施
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。 

文
化
の
校
割
帳
改
は
「
校
割
帳
御
改
一
件
」（0

8
4
4

）
か
ら
、

天
保
の
校
割
帳
改
は
「
交
割
帳
御
改
願
出
控 

社
職
代
替
ニ

付
」（0

8
9
7

）
か
ら
あ
る
程
度
の
経
緯
が
窺
え
る
が
、
元
禄
の

校
割
帳
改
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
注
進
案
』
の
記

述
以
外
に
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
但
し
、
同
書
に
引

か
れ
た
奥
書
か
ら
、
校
割
帳
改
の
目
的
と
経
緯
が
窺
え
る
。 

校
割
改
め
事
ハ
も
と
よ
り
諸
寺
社
に
も
こ
れ
あ
る
事
な
れ

と
も
当
宮
に
は
往
古
よ
り
の
神
器
を
具
へ
、
国
書
且
和
漢

の
雑
書
と
も
を
余
多
伝
へ
も
ち
て
、
奉
行
所
の
検
正
を
う

く
る
を
も
て
当
宮
の
例
と
せ
り
、
よ
て
校
割
改
奥
書
を
あ

ら
は
す
こ
と
左
の
如
し 

元
禄
九
子 

山
口
多
賀
大
社
御
神
宝
帳 

十
二
月 
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そ
の
支
藩
で
は
、
寺
社
の
什
物
目
録
も
し
く
は
役
所
の
引
継

の
意
で
使
わ
れ
て
い
た
（
４
）

。
藩
内
の
他
の
寺
社
に
対
し
て
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
当
該
寺
社
の
文
書
群
中
や
県
庁
伝
来
旧

藩
記
録
内
に
関
連
文
書
が
散
見
さ
れ
る
（
５
）

。
但
し
、
萩
藩
の

校
割
帳
改
に
関
し
て
は
、「
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
毛
利
綱

広
条
々
（
諸
寺
法
度
の
事
（
６
）

）
」
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る

記
述
は
あ
る
が
、
校
割
帳
の
名
は
な
い
。 

手
続
き
と
し
て
は
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
７
）

。
①

住
持
・
社
職
の
代
替
わ
り
後
九
〇
日
以
内
に
勘
場
を
通
じ
て

藩
の
寺
社
所
へ
校
割
帳
改
の
実
施
を
願
い
出
る
。
②
寺
社
所

検
使
が
証
人
と
し
て
当
該
寺
社
へ
派
遣
さ
れ
る
。
③
校
割
帳

を
も
と
に
証
人
が
確
認
、
署
判
す
る
。
④
検
使
の
報
告
を
も

と
に
寺
社
奉
行
が
承
認
、
署
判
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
る
た
め
、
校
割
帳
の
奥
書
に
は
、

当
該
寺
社
の
住
持
・
社
職
に
よ
る
署
判
の
あ
と
に
、
検
使
の

署
判
、
寺
社
奉
行
の
署
判
が
続
く
。
な
お
、
校
割
帳
は
二
部

作
成
さ
れ
、
寺
社
所
と
当
該
寺
社
、
両
方
で
保
管
さ
れ
た
。 

多
賀
社
の
校
割
帳
改
に
つ
い
て
は
、
『
防
長
風
土
注
進
案
』

（
以
下
『
注
進
案
』
）
に
記
載
が
あ
る
（
８
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
高
橋
左
近
右
之
、
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
の
高
橋
摂
津
守
有
文
（
右
文
）
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
の
高
橋
城
之
介
有
武
の
代
、
計
三
度
行
な
わ
れ
た
と

い
う
。
江
戸
時
代
、
多
賀
社
大
宮
司
高
橋
家
の
当
主
を
務
め

た
の
は
、
言
延
、
佐
延
、
右
之
、
右
好
、
右
弥
、
有
文
、
有

武
、
右
胤
の
八
人
な
の
で
（
９
）

、
代
替
わ
り
に
合
わ
せ
て
確
実

に
実
施
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。 

文
化
の
校
割
帳
改
は
「
校
割
帳
御
改
一
件
」（0

8
4
4

）
か
ら
、

天
保
の
校
割
帳
改
は
「
交
割
帳
御
改
願
出
控 

社
職
代
替
ニ

付
」（0

8
9
7

）
か
ら
あ
る
程
度
の
経
緯
が
窺
え
る
が
、
元
禄
の

校
割
帳
改
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
注
進
案
』
の
記

述
以
外
に
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
但
し
、
同
書
に
引

か
れ
た
奥
書
か
ら
、
校
割
帳
改
の
目
的
と
経
緯
が
窺
え
る
。 

校
割
改
め
事
ハ
も
と
よ
り
諸
寺
社
に
も
こ
れ
あ
る
事
な
れ

と
も
当
宮
に
は
往
古
よ
り
の
神
器
を
具
へ
、
国
書
且
和
漢

の
雑
書
と
も
を
余
多
伝
へ
も
ち
て
、
奉
行
所
の
検
正
を
う

く
る
を
も
て
当
宮
の
例
と
せ
り
、
よ
て
校
割
改
奥
書
を
あ

ら
は
す
こ
と
左
の
如
し 

元
禄
九
子 

山
口
多
賀
大
社
御
神
宝
帳 

十
二
月 
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賀
社
文
庫
内
に
関
連
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
旧
藩
目
録
が

有
武
の
代
の
も
の
か
、
右
胤
の
代
の
も
の
か
は
第
三
節
で
検

討
す
る
。 

 

二 

旧
藩
目
録
前
半
と
文
化
の
校
割
帳
改 

 

旧
藩
目
録
前
半
は
多
賀
社
目
録
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
、
排
列

で
あ
る
。 

異
な
る
部
分
は
目
録
の
末
尾
で
、
ま
ず
、「
〆
四
百
八
十
一

部
／
巻
数
千
百
八
十
九
部
也
／
軸
巻
冊
共
ニ
」
の
後
、「
右
ノ

外
ニ
左
ノ
分
御
改
之
部
也
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
数
が
、
多
賀
社
目
録
の
七
点
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
一
七

点
で
あ
る
。
続
く
「
右
私
代
替
ニ
付
此
度
御
改
被
仰
付
前
書

之
通
り
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、
／
文
化
八
未 

印
判
／
三

月 

高
橋
摂
津
守
書
判
」
以
下
、
証
人
・
寺
社
奉
行
の
署
判

が
旧
藩
目
録
に
は
あ
る
が
多
賀
社
目
録
に
は
な
い
（

14
）

。 

奥
書
の
書
式
や
「
書
判
」
と
あ
る
こ
と
、
多
賀
社
目
録
が

反
故
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
賀
社
目
録
は
、

文
化
の
校
割
帳
の
多
賀
社
に
収
め
ら
れ
た
本
に
一
部
手
を
加

え
て
写
し
た
も
の
、
こ
れ
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
寺
社
所
に

収
め
ら
れ
た
正
本
の
写
し
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。 

次
頁
【
表
１
】
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
右
ノ
外
ニ
左
ノ
分
御
改

之
部
也
」
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
賀
社
目
録
が
書
籍

や
記
録
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
他
の
も

の
も
載
せ
て
い
る
。 

多
賀
社
目
録
は
、
お
そ
ら
く
、「
御
書
物
目
録
」
と
す
る
に

あ
た
り
、
そ
れ
に
近
い
も
の
の
み
に
な
る
よ
う
に
加
減
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
録
に
は
文
化
十
四
年
段
階
で
の
校
合

の
書
込
み
も
あ
り
、
書
籍
目
録
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
い

う
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。 

旧
藩
目
録
は
、
伝
来
の
性
格
上
、
改
変
の
可
能
性
は
少
な

い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
画
幅
や
什
器
も
載
せ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
単
な
る
書
籍
目
録
で
は
な
く
、
校
割
帳
と
し

て
必
要
な
情
報
を
載
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
考
慮
し
た
い
の
が
、
右
之
以
後
、
内
匠
右
好
・
勘

解
由
右
弥
と
、
代
替
わ
り
時
に
校
割
帳
改
を
し
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

有
文
が
校
割
帳
改
を
願
い
出
る
二
〇
年
程
前
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
の
、
「
多
賀
大
神
宮
諸
控
惣
目
録
」
（0739

、

以
下
「
総
目
録
」
）
を
皮
切
り
に
、
宝
物
や
寄
附
さ
れ
た
書
画
、 

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
〇
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賀
社
文
庫
内
に
関
連
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
旧
藩
目
録
が

有
武
の
代
の
も
の
か
、
右
胤
の
代
の
も
の
か
は
第
三
節
で
検

討
す
る
。 

 

二 

旧
藩
目
録
前
半
と
文
化
の
校
割
帳
改 

 

旧
藩
目
録
前
半
は
多
賀
社
目
録
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
、
排
列

で
あ
る
。 

異
な
る
部
分
は
目
録
の
末
尾
で
、
ま
ず
、「
〆
四
百
八
十
一

部
／
巻
数
千
百
八
十
九
部
也
／
軸
巻
冊
共
ニ
」
の
後
、「
右
ノ

外
ニ
左
ノ
分
御
改
之
部
也
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
数
が
、
多
賀
社
目
録
の
七
点
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
一
七

点
で
あ
る
。
続
く
「
右
私
代
替
ニ
付
此
度
御
改
被
仰
付
前
書

之
通
り
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、
／
文
化
八
未 

印
判
／
三

月 

高
橋
摂
津
守
書
判
」
以
下
、
証
人
・
寺
社
奉
行
の
署
判

が
旧
藩
目
録
に
は
あ
る
が
多
賀
社
目
録
に
は
な
い
（

14
）

。 

奥
書
の
書
式
や
「
書
判
」
と
あ
る
こ
と
、
多
賀
社
目
録
が

反
故
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
賀
社
目
録
は
、

文
化
の
校
割
帳
の
多
賀
社
に
収
め
ら
れ
た
本
に
一
部
手
を
加

え
て
写
し
た
も
の
、
こ
れ
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
寺
社
所
に

収
め
ら
れ
た
正
本
の
写
し
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。 

次
頁
【
表
１
】
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
右
ノ
外
ニ
左
ノ
分
御
改

之
部
也
」
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
賀
社
目
録
が
書
籍

や
記
録
を
列
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
旧
藩
目
録
は
他
の
も

の
も
載
せ
て
い
る
。 

多
賀
社
目
録
は
、
お
そ
ら
く
、「
御
書
物
目
録
」
と
す
る
に

あ
た
り
、
そ
れ
に
近
い
も
の
の
み
に
な
る
よ
う
に
加
減
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
録
に
は
文
化
十
四
年
段
階
で
の
校
合

の
書
込
み
も
あ
り
、
書
籍
目
録
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
い

う
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。 

旧
藩
目
録
は
、
伝
来
の
性
格
上
、
改
変
の
可
能
性
は
少
な

い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
画
幅
や
什
器
も
載
せ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
単
な
る
書
籍
目
録
で
は
な
く
、
校
割
帳
と
し

て
必
要
な
情
報
を
載
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
考
慮
し
た
い
の
が
、
右
之
以
後
、
内
匠
右
好
・
勘

解
由
右
弥
と
、
代
替
わ
り
時
に
校
割
帳
改
を
し
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

有
文
が
校
割
帳
改
を
願
い
出
る
二
〇
年
程
前
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
の
、
「
多
賀
大
神
宮
諸
控
惣
目
録
」
（0739

、

以
下
「
総
目
録
」
）
を
皮
切
り
に
、
宝
物
や
寄
附
さ
れ
た
書
画
、 

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
一



 

7 

 

寛
政
五
年
頃
、
萩
藩
は
領
内
の
寺
社
に
対
し
、
宝
物
等
の

書
き
出
し
を
提
出
さ
せ
て
い
る
（

15
）

。
多
賀
社
が
対
象
と
な
っ

て
い
た
か
は
記
録
に
な
い
た
め
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
動
き
も
意
識
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
什
物
等
に
つ
い

て
は
寛
政
期
の
目
録
に
任
せ
、
特
に
整
理
が
必
要
だ
っ
た
書

籍
を
中
心
に
文
化
の
校
割
帳
改
を
行
な
っ
た
と
考
え
る
と
無

理
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
段
階
的
に
、
網
羅
的
に
整

理
を
行
な
っ
た
結
果
、
そ
の
後
は
増
加
分
を
書
き
添
え
る
だ

け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

旧
藩
目
録
後
半
と
天
保
の
校
割
帳
改 

 

旧
藩
目
録
の
後
半
に
つ
い
て
は
、
掲
載
物
品
を
一
覧
に
し

た
も
の
を
【
表
３
】
と
し
て
文
末
に
付
し
た
。
便
宜
的
に
項

目
ご
と
に
番
号
を
振
っ
て
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
書
籍
だ
け
で

な
く
什
物
・
記
録
等
に
つ
い
て
も
目
録
が
あ
り
、
文
化
の
校

割
帳
改
に
対
す
る
先
程
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。 

目
録
を
通
覧
す
る
と
、
右
文
時
代
の
物
品
・
記
録
が
多
く

入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（

16
）

。
但
し
、
そ
れ
以
前
の
も
の

も
入
っ
て
い
る
の
で
、
有
文
の
目
録
の
抜
け
を
補
う
か
、
校

割
帳
と
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
と
し
た
も
の
か
、
一
層
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。 

書
籍
目
録
部
分
を
み
る
と
、
文
化
の
校
割
帳
に
載
せ
ら
れ

た
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、「
天
保
五
年
校

割
帳
御
改
三
百
八
十
三
部
／
惣
巻
数
九
百
十
二
巻
之
内
」
の

付
紙
を
持
つ
「
日
本
古
今
人
物
史
」（
塩
田
家
文
書
和
漢

440
（

17
）

）

が
あ
り
、
且
つ
、
県
立
山
口
図
書
館
多
賀
文
庫
内
に
あ
る
天

保
六
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
も
な
い
（

18
）

。 

書
籍
の
総
点
数
・
総
巻
数
も
右
の
付
紙
と
近
い
値
で
あ
り
、

旧
藩
目
録
後
半
は
、
天
保
の
校
割
帳
改
の
際
に
作
成
さ
れ
た

校
割
帳
の
写
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

右
の
よ
う
な
目
録
の
収
載
状
況
を
考
え
る
と
、
天
保
の
校

割
帳
改
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
の
校
割
帳
改
の
と
き
の
「
此

後
代
替
之
節
ハ
余
分
之
書
物
書
添
御
帳
江
入
申
度
事
ニ
候
間

…
」
と
い
う
希
望
が
通
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
（

19
）

。 

な
お
、
こ
の
書
籍
目
録
は
箱
で
分
け
て
示
し
て
あ
る
。
箱

ご
と
に
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
あ
る
が
、
文
化
の
目
録
の
よ
う

に
厳
密
に
分
類
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
天
保
の
校
割
帳
は
、
文
化
の
校
割
帳
か
ら
落
ち
た

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
二



 

7 

 

寛
政
五
年
頃
、
萩
藩
は
領
内
の
寺
社
に
対
し
、
宝
物
等
の

書
き
出
し
を
提
出
さ
せ
て
い
る
（

15
）

。
多
賀
社
が
対
象
と
な
っ

て
い
た
か
は
記
録
に
な
い
た
め
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
動
き
も
意
識
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
什
物
等
に
つ
い

て
は
寛
政
期
の
目
録
に
任
せ
、
特
に
整
理
が
必
要
だ
っ
た
書

籍
を
中
心
に
文
化
の
校
割
帳
改
を
行
な
っ
た
と
考
え
る
と
無

理
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
段
階
的
に
、
網
羅
的
に
整

理
を
行
な
っ
た
結
果
、
そ
の
後
は
増
加
分
を
書
き
添
え
る
だ

け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

旧
藩
目
録
後
半
と
天
保
の
校
割
帳
改 

 

旧
藩
目
録
の
後
半
に
つ
い
て
は
、
掲
載
物
品
を
一
覧
に
し

た
も
の
を
【
表
３
】
と
し
て
文
末
に
付
し
た
。
便
宜
的
に
項

目
ご
と
に
番
号
を
振
っ
て
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
書
籍
だ
け
で

な
く
什
物
・
記
録
等
に
つ
い
て
も
目
録
が
あ
り
、
文
化
の
校

割
帳
改
に
対
す
る
先
程
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。 

目
録
を
通
覧
す
る
と
、
右
文
時
代
の
物
品
・
記
録
が
多
く

入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（

16
）

。
但
し
、
そ
れ
以
前
の
も
の

も
入
っ
て
い
る
の
で
、
有
文
の
目
録
の
抜
け
を
補
う
か
、
校

割
帳
と
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
と
し
た
も
の
か
、
一
層
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。 

書
籍
目
録
部
分
を
み
る
と
、
文
化
の
校
割
帳
に
載
せ
ら
れ

た
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、「
天
保
五
年
校

割
帳
御
改
三
百
八
十
三
部
／
惣
巻
数
九
百
十
二
巻
之
内
」
の

付
紙
を
持
つ
「
日
本
古
今
人
物
史
」（
塩
田
家
文
書
和
漢

440
（

17
）

）

が
あ
り
、
且
つ
、
県
立
山
口
図
書
館
多
賀
文
庫
内
に
あ
る
天

保
六
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
も
な
い
（

18
）

。 

書
籍
の
総
点
数
・
総
巻
数
も
右
の
付
紙
と
近
い
値
で
あ
り
、

旧
藩
目
録
後
半
は
、
天
保
の
校
割
帳
改
の
際
に
作
成
さ
れ
た

校
割
帳
の
写
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

右
の
よ
う
な
目
録
の
収
載
状
況
を
考
え
る
と
、
天
保
の
校

割
帳
改
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
の
校
割
帳
改
の
と
き
の
「
此

後
代
替
之
節
ハ
余
分
之
書
物
書
添
御
帳
江
入
申
度
事
ニ
候
間

…
」
と
い
う
希
望
が
通
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
（

19
）

。 

な
お
、
こ
の
書
籍
目
録
は
箱
で
分
け
て
示
し
て
あ
る
。
箱

ご
と
に
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
あ
る
が
、
文
化
の
目
録
の
よ
う

に
厳
密
に
分
類
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
天
保
の
校
割
帳
は
、
文
化
の
校
割
帳
か
ら
落
ち
た

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
三



 

8 

 

も
の
も
収
載
し
て
い
る
。
例
え
ば
箱
４
‐
８
「
香
椎
宮
・
宇

佐
宮
社
伝
附
武
内
伝
」（0

6
1
1

）
に
は
「
文
化
八
年
校
割
帳
御

改
之
外
」
の
付
紙
が
あ
る
。
収
載
基
準
の
違
い
を
考
え
る
上

で
重
要
で
あ
ろ
う
。 

付
紙
に
関
し
て
は
、
当
館
多
賀
社
文
庫
内
で
、
文
化
の
校

割
帳
改
関
連
の
付
紙
は
見
る
が
、
天
保
五
年
の
も
の
は
あ
ま

り
見
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
文
化

の
校
割
帳
改
に
関
し
て
は
帳
外
の
も
の
に
ま
で
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
天
保
の
校
割
帳
改
に
つ
い
て
も
同
様

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
事
例
と
し
て

は
極
め
て
少
な
い
。
板
本
に
つ
い
て
は
県
立
山
口
図
書
館
多

賀
文
庫
に
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
確
認
も
必
要
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
付
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
の
校
割
帳
改
の
段
階
で
付
さ
れ

た
の
で
は
な
い
可
能
性
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。 

 

ま
と
め
と
展
望 

 

以
上
、
旧
藩
目
録
を
軸
に
、
多
賀
社
の
校
割
帳
改
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
。
雑
駁
な
が
ら
ま
と
め
る
と
、
旧
藩
目
録
は

文
化
・
天
保
の
校
割
帳
の
写
し
と
し
て
、
藩
府
か
ら
山
口
県

庁
へ
と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
、
文
化
の
校
割
帳
改
を
行
な
う

に
あ
た
り
、
伝
統
の
断
絶
や
未
整
理
に
近
い
状
態
で
の
物
品

の
蓄
積
等
、
い
く
つ
か
の
障
壁
が
あ
っ
た
こ
と
、
天
保
の
校

割
帳
改
で
は
文
化
の
時
の
情
報
を
も
と
に
、
そ
れ
に
追
加
す

る
形
で
円
滑
に
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

今
回
、
文
化
と
天
保
、
両
方
に
目
を
向
け
た
こ
と
で
、「
多

賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」（0

0
0
2

～0
0
0
4

）
と
の
関
係
や
箱
の

秩
序
の
形
成
過
程
、
付
紙
の
貼
り
方
等
、
そ
の
間
の
管
理
の

あ
り
方
に
関
す
る
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今

後
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
明
し
て
い
き
た
い
。

註 （
１
）
現
在
山
口
大
神
宮
内
に
鎮
座
。 

（
２
）
「
近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
県
文

書
館
研
究
紀
要
』
四
七
、
二
〇
二
〇
年
）
。
以
下
、「
前
稿
」
と

す
る
。 

（
３
）
多
賀
社
文
庫
。
以
下
、
多
賀
社
文
庫
内
の
資
料
の
番
号
に
つ

い
て
は
、
半
角
ア
ラ
ビ
ア
数
字
四
桁
の
み
で
表
示
す
る
。 

（
４
）
山
﨑
一
郎
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
管
理
」
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（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
六
年
）
。 

（
５
）「
大
成
寺
校
割
帳
」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
寺
社
・
町
方
」
91
、

92
）
、「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」（
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

964
）
、

「
普
済
庵
校
割
帳
」（
市
原
家
文
書

40
）
、「
校
割
帳
」（
月
輪
寺

文
書

14
）
。 

（
６
）
『
山
口
県
史
史
料
編
近
世
二
』
萩
藩
近
世
前
期
主
要
法
制
史

料
集

277
を
参
照
。 

（
７
）「
校
割
帳
御
改
一
件
」（0

8
4
4

）
、「
交
割
帳
御
改
願
出
控 

社

職
代
替
ニ
付
」
（0

8
9
7

）
。
詳
細
は
前
稿
。 

（
８
）
「
上
宇
野
令
之
三
」
（
風
土
注
進
案
〈
旧
藩
〉

241
）
。
刊
本
は

『
防
長
風
土
注
進
案
』
山
口
宰
判
下
、
第
二
二
上
宇
野
令
之
三
。 

（
９
）「
源
姓
高
橋
氏
系
譜
写
」（1

1
6
2

）
、「
高
橋
家
代
々
興
廃
大
略
」

（1
1
6
5

）
、
「
高
橋
家
年
代
記
」
（1

1
6
6

）
に
よ
る
。 

（

10
）0

8
4
4

。 

（

11
）0

8
9
7

、
「
松
原
平
馬
近
晴
伝
・
高
橋
文
之
進
伝
・
同
城
之
介

伝
」
（1

1
7
6

）
、
「
有
武
日
記 

天
保
三
年
」
（1

2
0
3
-
2

）
。 

（

12
）
有
武
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
生
ま
れ
（1

1
7
6

）
。
天
保

三
年
時
点
で
数
え
三
十
六
歳
。
神
道
裁
許
状
は
文
化
六
年
に
下

さ
れ
（1

1
7
7

）
、
日
記
も
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
確
認

で
き
る
（1

2
0
2

）
。
な
お
、
吉
田
祥
朔
『
増
補
近
世
防
長
人
名

辞
典
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
七
六
）
に
は
、「
有
胤
後
に
有
武
」

と
あ
る
が
、
史
料
上
の
署
名
等
を
見
る
限
り
逆
で
あ
る
。 

（

13
）
同
史
料
四
丁
目
。 

（

14
）
前
稿
で
は
多
賀
社
目
録
に
も
有
文
署
判
ま
で
は
あ
る
と
し

て
い
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。 

（

15
）「
防
長
両
国
神
社
仏
閣
宝
物
書
出
控
」（
毛
利
家
文
庫

12
社
寺

119
）
。 

（

16
）【
表
３
】
什
物

45
、
47
、
85
、
記
録

3
等
。
ま
た
、
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
の
年
紀
を
も
つ
「
多
賀
大
社
御
文
庫
書
目
」

（
書
籍
類
箱

36
・

37
、
多
賀
社

0
0
0
2

・0
0
0
3

に
該
当
）
が
書

籍
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。 

（

17
）
天
保
の
校
割
帳
改
以
後
に
塩
田
家
が
借
用
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
本
の
貸
借
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
し
た
い
。 

（

18
）「
弘
化
新
板
庭
訓
往
来
」（W

3
7
0
.
9
/
A

、
弘
化
三
年
〈
一
八
四

六
〉
）
、
「
古
今
和
歌
集
真
名
序
」
（W

9
1
1
.
1
3
5
1
/
A

、
嘉
永
三
年

〈
一
八
五
〇
〉
）
。 

（

19
）
な
お
、
前
掲
註
５
「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」
（
県
庁
伝

来
旧
藩
記
録

964
）
も
、
前
回
校
割
帳
改
以
降
の
増
加
分
だ
け
を

採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の

も
の
で
あ
り
、
時
代
が
下
り
、
蓄
積
が
多
く
な
る
ほ
ど
こ
の
よ

う
な
方
法
が
採
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
四
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も
の
も
収
載
し
て
い
る
。
例
え
ば
箱
４
‐
８
「
香
椎
宮
・
宇

佐
宮
社
伝
附
武
内
伝
」（0

6
1
1

）
に
は
「
文
化
八
年
校
割
帳
御

改
之
外
」
の
付
紙
が
あ
る
。
収
載
基
準
の
違
い
を
考
え
る
上

で
重
要
で
あ
ろ
う
。 

付
紙
に
関
し
て
は
、
当
館
多
賀
社
文
庫
内
で
、
文
化
の
校

割
帳
改
関
連
の
付
紙
は
見
る
が
、
天
保
五
年
の
も
の
は
あ
ま

り
見
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
文
化

の
校
割
帳
改
に
関
し
て
は
帳
外
の
も
の
に
ま
で
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
天
保
の
校
割
帳
改
に
つ
い
て
も
同
様

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
事
例
と
し
て

は
極
め
て
少
な
い
。
板
本
に
つ
い
て
は
県
立
山
口
図
書
館
多

賀
文
庫
に
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
確
認
も
必
要
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
付
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
の
校
割
帳
改
の
段
階
で
付
さ
れ

た
の
で
は
な
い
可
能
性
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。 

 

ま
と
め
と
展
望 

 

以
上
、
旧
藩
目
録
を
軸
に
、
多
賀
社
の
校
割
帳
改
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
。
雑
駁
な
が
ら
ま
と
め
る
と
、
旧
藩
目
録
は

文
化
・
天
保
の
校
割
帳
の
写
し
と
し
て
、
藩
府
か
ら
山
口
県

庁
へ
と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
、
文
化
の
校
割
帳
改
を
行
な
う

に
あ
た
り
、
伝
統
の
断
絶
や
未
整
理
に
近
い
状
態
で
の
物
品

の
蓄
積
等
、
い
く
つ
か
の
障
壁
が
あ
っ
た
こ
と
、
天
保
の
校

割
帳
改
で
は
文
化
の
時
の
情
報
を
も
と
に
、
そ
れ
に
追
加
す

る
形
で
円
滑
に
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

今
回
、
文
化
と
天
保
、
両
方
に
目
を
向
け
た
こ
と
で
、「
多

賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」（0

0
0
2

～0
0
0
4

）
と
の
関
係
や
箱
の

秩
序
の
形
成
過
程
、
付
紙
の
貼
り
方
等
、
そ
の
間
の
管
理
の

あ
り
方
に
関
す
る
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今

後
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
明
し
て
い
き
た
い
。

註 （
１
）
現
在
山
口
大
神
宮
内
に
鎮
座
。 

（
２
）
「
近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
県
文

書
館
研
究
紀
要
』
四
七
、
二
〇
二
〇
年
）
。
以
下
、「
前
稿
」
と

す
る
。 

（
３
）
多
賀
社
文
庫
。
以
下
、
多
賀
社
文
庫
内
の
資
料
の
番
号
に
つ

い
て
は
、
半
角
ア
ラ
ビ
ア
数
字
四
桁
の
み
で
表
示
す
る
。 

（
４
）
山
﨑
一
郎
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
管
理
」
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（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
六
年
）
。 

（
５
）「
大
成
寺
校
割
帳
」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
寺
社
・
町
方
」
91
、

92
）
、「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」（
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

964
）
、

「
普
済
庵
校
割
帳
」（
市
原
家
文
書

40
）
、「
校
割
帳
」（
月
輪
寺

文
書

14
）
。 

（
６
）
『
山
口
県
史
史
料
編
近
世
二
』
萩
藩
近
世
前
期
主
要
法
制
史

料
集

277
を
参
照
。 

（
７
）「
校
割
帳
御
改
一
件
」（0

8
4
4

）
、「
交
割
帳
御
改
願
出
控 

社

職
代
替
ニ
付
」
（0

8
9
7

）
。
詳
細
は
前
稿
。 

（
８
）
「
上
宇
野
令
之
三
」
（
風
土
注
進
案
〈
旧
藩
〉

241
）
。
刊
本
は

『
防
長
風
土
注
進
案
』
山
口
宰
判
下
、
第
二
二
上
宇
野
令
之
三
。 

（
９
）「
源
姓
高
橋
氏
系
譜
写
」（1

1
6
2

）
、「
高
橋
家
代
々
興
廃
大
略
」

（1
1
6
5

）
、
「
高
橋
家
年
代
記
」
（1

1
6
6

）
に
よ
る
。 

（

10
）0

8
4
4

。 

（

11
）0

8
9
7

、
「
松
原
平
馬
近
晴
伝
・
高
橋
文
之
進
伝
・
同
城
之
介

伝
」
（1

1
7
6

）
、
「
有
武
日
記 

天
保
三
年
」
（1

2
0
3
-
2

）
。 

（

12
）
有
武
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
生
ま
れ
（1

1
7
6

）
。
天
保

三
年
時
点
で
数
え
三
十
六
歳
。
神
道
裁
許
状
は
文
化
六
年
に
下

さ
れ
（1

1
7
7

）
、
日
記
も
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
確
認

で
き
る
（1

2
0
2

）
。
な
お
、
吉
田
祥
朔
『
増
補
近
世
防
長
人
名

辞
典
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
七
六
）
に
は
、「
有
胤
後
に
有
武
」

と
あ
る
が
、
史
料
上
の
署
名
等
を
見
る
限
り
逆
で
あ
る
。 

（

13
）
同
史
料
四
丁
目
。 

（

14
）
前
稿
で
は
多
賀
社
目
録
に
も
有
文
署
判
ま
で
は
あ
る
と
し

て
い
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。 

（

15
）「
防
長
両
国
神
社
仏
閣
宝
物
書
出
控
」（
毛
利
家
文
庫

12
社
寺

119
）
。 

（

16
）【
表
３
】
什
物

45
、
47
、
85
、
記
録

3
等
。
ま
た
、
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
の
年
紀
を
も
つ
「
多
賀
大
社
御
文
庫
書
目
」

（
書
籍
類
箱

36
・

37
、
多
賀
社

0
0
0
2

・0
0
0
3

に
該
当
）
が
書

籍
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。 

（

17
）
天
保
の
校
割
帳
改
以
後
に
塩
田
家
が
借
用
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
本
の
貸
借
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
し
た
い
。 

（

18
）「
弘
化
新
板
庭
訓
往
来
」（W

3
7
0
.
9
/
A

、
弘
化
三
年
〈
一
八
四

六
〉
）
、
「
古
今
和
歌
集
真
名
序
」
（W

9
1
1
.
1
3
5
1
/
A

、
嘉
永
三
年

〈
一
八
五
〇
〉
）
。 

（

19
）
な
お
、
前
掲
註
５
「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」
（
県
庁
伝

来
旧
藩
記
録

964
）
も
、
前
回
校
割
帳
改
以
降
の
増
加
分
だ
け
を

採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の

も
の
で
あ
り
、
時
代
が
下
り
、
蓄
積
が
多
く
な
る
ほ
ど
こ
の
よ

う
な
方
法
が
採
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
五
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【表３】「山口多賀大神宮御文庫書目」（県庁旧藩964）後半一覧

項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

1
多賀大神宮額　長三尺横壱尺八寸弐歩／筆小倉

宰相中将豊季朝臣
1 -

2
山王社額　山王大権現　長壱尺八寸五歩横九寸

六歩／筆不知
1 -

3 床浦大明神縁起 1 -

4 床浦大明神御戸帳 1 -

5 神鏡　但大小有之 3 -

6 神鏡台　但大小有之 3 -

7 楼門大鈴 1 -

8 太鞁 1 -

9 太鞁台 1 -

10 吉田家符印　箱入 52 -

11 唐櫃　朱塗金具大内菱 1 -

12 御祭礼神幸行列次第　板ニ記之 1 -

13 四神鉾 4 -

14 四神鉾台 4 -

15 挑灯掛幷台 2 -

16 火祭行事壇 1 -

17 大幣串 8 -

18 鳥居 1 -

19 鳥居台 1 -

20 濱床　四方 1 -

21 賽銭箱 4 -

22 短刀　銘吉光 1 -

23 短刀　銘信国　但白鞘入錦袋入 1 -

24 短刀　無名　但白鞘入 1 -

25 短刀　無名　但白鞘入 1 -

26 禁裏様御箸　箱入 1 -

27 御即位庭上之図扇子 2 -

28 御即位ニ付五万石以上御大名御賀御進献扇子 1 -

29
古銭　神功開宝　和同開珎　南無阿弥陀仏　大平

通宝　筥入
4 -

30 古銭 1箱 -

31 古鏡　但大小有之 12 -

32 天文廿年長慶御会紹巴師自筆連歌懐紙　五十員 1 -

33 天文廿年長慶御会紹巴師自筆連歌懐紙添書 1 -

34 暦　寛政四年ゟ天保五年迄 43 -

35 古日向守就隆公御書　横物 1 -

*　「項目」は項目名、｛No.」はその中での排列を示す。

*　「物品・書籍名」は常用字に改める外は目録上の表記に従い、判読不能は■とした。

*　「多賀社目録」は「多賀大社御書物目録」に収載されている場合に限り、前稿表１の

　番号を記入した。斜字は同一書籍の可能性が残るものを指す。

*　「巻冊」は目録上の表記から類推できる範囲で記入し、複数巻の合綴については冊

　数を優先した。判断に迷うものは斜字とした。

御

社

什

物

類

其

外

11 

 

                    

                    

項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

36 宝永六年五月於多賀大社御両殿様御祈祷連歌 -

37 宝永二年十一月於多賀大社法楽連歌　百韻 -

38
正徳二年六月於多賀大社伊勢大宮司左馬允九

十賀連歌奉納懐紙　百韻
-

39 男子女子孕胎願行事之巻 -

40 無子者持子禁厭之巻 -

41
享保弐年丁酉十一月内匠頭右之江御褒美被仰

渡候御書附
1 -

42
元文四年己未十二月内匠頭右好江御褒美被仰

渡候御書附
1 -

43 御烏帽子　紫御懸緒付 1 -

44 沢瀉御紋御狩衣 1 -

45
金花鳥御末広　右文化八年未ノ二月従斉熈公拝

領被仰付候事
1 -

46 御白服 1 -

47
白御帯　右文政九戌ノ十月従斉元公拝領被仰付

候事
1 -

48 伊弉諾尊伊弉冉尊天照大神御誕生御養育之図 1 -

49 瓊瓊杵尊日向国高千帆峯降臨之図 1 -

50
楼門御額文字之本書　小倉宰相中将豊季朝臣染

筆
1 -

51 大己貴大神　御杖代兼出雲国造従孝筆 1 -

52 天皇承統譜 1 -

53 神祇統系紹運之図 1 -

54 歴代帝王承統譜 1 -

55 神道弁 1 -

56 御即位庭上之図 1 -

57 吉川惟足筆 1 -

58 若松鶴 2 -

59
勘解由小路左京大夫資善卿御筆　横物　建仁弐

年歌合のときなる云々
1 -

60 大嘗会之式 1 -

61
多賀大神宮正祭和歌会兼題懐紙　但寛政二年四

月中ノ午日ノ分
1 -

62 多賀大神宮奉納之和歌　寛政之頃 1 -

63 多賀大神宮法楽探題和歌　寛政十二年九月 1 -

64 多賀大神宮奉納連俳 1 -

65 諸家より到来和歌 1 -

66 多々良の濱藻 1 -

67 義隆公御辞世幷殉死銘々詩歌 1 -

68
従五位下行民部丞源朝臣右延二百五十年忌寛

政十二年九月朔日正当和歌会兼題之懐紙
1 -

69
従五位下行民部丞源朝臣右延二百五十年忌懐

旧和歌
1 -

70 従三位義興卿三百年回追福懐旧和歌 1 -

1

1

御

社

什

物

類

其

外

近
世
多
賀
社
に
お
け
る
校
割
帳
改
に
つ
い
て
　（
重
田
）

八
六
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【表３】「山口多賀大神宮御文庫書目」（県庁旧藩964）後半一覧

項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

1
多賀大神宮額　長三尺横壱尺八寸弐歩／筆小倉

宰相中将豊季朝臣
1 -

2
山王社額　山王大権現　長壱尺八寸五歩横九寸

六歩／筆不知
1 -

3 床浦大明神縁起 1 -

4 床浦大明神御戸帳 1 -

5 神鏡　但大小有之 3 -

6 神鏡台　但大小有之 3 -

7 楼門大鈴 1 -

8 太鞁 1 -

9 太鞁台 1 -

10 吉田家符印　箱入 52 -

11 唐櫃　朱塗金具大内菱 1 -

12 御祭礼神幸行列次第　板ニ記之 1 -

13 四神鉾 4 -

14 四神鉾台 4 -

15 挑灯掛幷台 2 -

16 火祭行事壇 1 -

17 大幣串 8 -

18 鳥居 1 -

19 鳥居台 1 -

20 濱床　四方 1 -

21 賽銭箱 4 -

22 短刀　銘吉光 1 -

23 短刀　銘信国　但白鞘入錦袋入 1 -

24 短刀　無名　但白鞘入 1 -

25 短刀　無名　但白鞘入 1 -

26 禁裏様御箸　箱入 1 -

27 御即位庭上之図扇子 2 -

28 御即位ニ付五万石以上御大名御賀御進献扇子 1 -

29
古銭　神功開宝　和同開珎　南無阿弥陀仏　大平

通宝　筥入
4 -

30 古銭 1箱 -

31 古鏡　但大小有之 12 -

32 天文廿年長慶御会紹巴師自筆連歌懐紙　五十員 1 -

33 天文廿年長慶御会紹巴師自筆連歌懐紙添書 1 -

34 暦　寛政四年ゟ天保五年迄 43 -

35 古日向守就隆公御書　横物 1 -

*　「項目」は項目名、｛No.」はその中での排列を示す。

*　「物品・書籍名」は常用字に改める外は目録上の表記に従い、判読不能は■とした。

*　「多賀社目録」は「多賀大社御書物目録」に収載されている場合に限り、前稿表１の

　番号を記入した。斜字は同一書籍の可能性が残るものを指す。

*　「巻冊」は目録上の表記から類推できる範囲で記入し、複数巻の合綴については冊

　数を優先した。判断に迷うものは斜字とした。

御

社

什

物

類

其

外
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

36 宝永六年五月於多賀大社御両殿様御祈祷連歌 -

37 宝永二年十一月於多賀大社法楽連歌　百韻 -

38
正徳二年六月於多賀大社伊勢大宮司左馬允九

十賀連歌奉納懐紙　百韻
-

39 男子女子孕胎願行事之巻 -

40 無子者持子禁厭之巻 -

41
享保弐年丁酉十一月内匠頭右之江御褒美被仰

渡候御書附
1 -

42
元文四年己未十二月内匠頭右好江御褒美被仰

渡候御書附
1 -

43 御烏帽子　紫御懸緒付 1 -

44 沢瀉御紋御狩衣 1 -

45
金花鳥御末広　右文化八年未ノ二月従斉熈公拝

領被仰付候事
1 -

46 御白服 1 -

47
白御帯　右文政九戌ノ十月従斉元公拝領被仰付

候事
1 -

48 伊弉諾尊伊弉冉尊天照大神御誕生御養育之図 1 -

49 瓊瓊杵尊日向国高千帆峯降臨之図 1 -

50
楼門御額文字之本書　小倉宰相中将豊季朝臣染

筆
1 -

51 大己貴大神　御杖代兼出雲国造従孝筆 1 -

52 天皇承統譜 1 -

53 神祇統系紹運之図 1 -

54 歴代帝王承統譜 1 -

55 神道弁 1 -

56 御即位庭上之図 1 -

57 吉川惟足筆 1 -

58 若松鶴 2 -

59
勘解由小路左京大夫資善卿御筆　横物　建仁弐

年歌合のときなる云々
1 -

60 大嘗会之式 1 -

61
多賀大神宮正祭和歌会兼題懐紙　但寛政二年四

月中ノ午日ノ分
1 -

62 多賀大神宮奉納之和歌　寛政之頃 1 -

63 多賀大神宮法楽探題和歌　寛政十二年九月 1 -

64 多賀大神宮奉納連俳 1 -

65 諸家より到来和歌 1 -

66 多々良の濱藻 1 -

67 義隆公御辞世幷殉死銘々詩歌 1 -

68
従五位下行民部丞源朝臣右延二百五十年忌寛

政十二年九月朔日正当和歌会兼題之懐紙
1 -

69
従五位下行民部丞源朝臣右延二百五十年忌懐

旧和歌
1 -

70 従三位義興卿三百年回追福懐旧和歌 1 -

1

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

71 雪舟之伝幷狩野栄川奥書 1 -

72 御手鑑 1 -

73 月読神社疱瘡療養記 1 -

74 月読尊神徳諸国月読神之事 1 -
75 月読神疱瘡守護之事諸国疱瘡神之事 1 -

76 山州名跡志 22 -

77 山城国月読社参拝記　有文筆 1 -

78 年中重宝記 6 -

79 京の水 2 -

80 京図 2 -

81 都名所図絵 6 -

82 近江国多賀大社之図 1 -

83 近江国多賀大社参詣道 1 -

84 淡路国多賀大社伝 1 -

85
淡路国多賀大社参拝記　文政二卯七月三日有文

筆記
1 -

86 をのころ嶋の遺趾 1 -

87 筑前国多賀大社参詣記　有文筆記 1 -

88 周防国山口多賀大社御縁起次第 1 -

89 周防国山口多賀大社別宮摂社御神号幷祭日附 1 -

90 周防国山口多賀大社少宮之図形幷讃之解 1 -

91 多賀大社御相殿三社六神御鎮座之事 1 -

92 多賀大社神薬神教丸調合薬品 1 -

93 多賀大社延寿丹調合薬品 1 -

94 多賀大社往古御勧請之次第心覚 1 -

95 天地大神宮之伝 1 -

96 縁結之神由来 1 -

97 狐の宮の伝 1 -

98 運の守神由来 1 -

99 伝説星之事 1 -

100 橋之由来附り渡神之事 1 -

101 山口十社勧請由来其外 1 -

102 山口多賀大社十二景之注書 1 -

1 多賀大社御祭礼之節社家中出勤着座之図絵 1 -

2 多賀大社家中勤不勤之帳 1 -

3 日記　文化九年ゟ天保五年迄 1箱 -

4

宝現霊社御除地江引移一件　本末両家ト龍福寺

御書下ケ之事／本末■合書之事／御鎮座之次

第其外

1櫃 -

5 宝現霊社上梁棟札之写 1 -

6 宝現霊社遷宮之記録 1 -

1 大八洲図説 1 －

2 神道天瓊矛記 1 －

3 磤馭慮島日記 1 －

4 神国女訓抄 1 02-129

記

録

類

御

社

什

物

類

其

外

箱

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

5 神社考　詳節 1 －

6 廿一社記 1 －

7 廿二社註式　群書類従ノ内 1 －

8 廿二社本縁　群書類従ノ内 1 －

9 神社啓蒙 8 －

10 神道弁惑 2 －

11 番神問答 1 －

12 神学入式 2 －

13 陽復記 2 －

14 伊勢太神宮神異記 2 －

15 神宮秘伝問答 1 －

16 神国决疑編　上中下 1 －

17 八箇祝詞国字解 2 －
18 祝詞考 3 －
19 春日大宮若宮祭礼図 3 －
20 神部職任考 1 －
21 弁道書 1 －
22 弁々道書 2 －
23 神道独語 1 －
24 神道喪祭略私記 1 －

1 亀卜行事 1 －

2 亀卜伝口授 1 －

3 亀卜相伝秘事 1 －

4 亀卜秘伝之図 2 －

5 海北記 2 －

6 太占奥秘 1 －

7 豊葦原亀卜兆計ノ巻 1 －

8 亀卜秘伝ノ巻 1 －

9 鎮心行事 1 －

10 亀兆実記 1 －

11 太占之事　諸書抜書 1 －

12 対馬国卜部亀卜之次第 1 －

13 亀卜甲兆秘占　附リ万鏡添箱入 1 －

14 貞享四年大嘗会記 1 －

15 神敵吉田兼倶謀計記 1 －

16 吉田家之事　考物 1 －

17 将軍家御条目　其外 －

18 吉田家諸国社家執奏記 －

19 雲上明鑑等　抜書 －

20 卜部氏姓事　萩原家ノ事 －

21 卜部氏系図 －

22 吉田家神道之事　考物 1 －

23 京吉田殿家御証文写幷神祇伯職之事 1 －

24 吉田家之事ニ付御書附物 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

71 雪舟之伝幷狩野栄川奥書 1 -

72 御手鑑 1 -

73 月読神社疱瘡療養記 1 -

74 月読尊神徳諸国月読神之事 1 -
75 月読神疱瘡守護之事諸国疱瘡神之事 1 -

76 山州名跡志 22 -

77 山城国月読社参拝記　有文筆 1 -

78 年中重宝記 6 -

79 京の水 2 -

80 京図 2 -

81 都名所図絵 6 -

82 近江国多賀大社之図 1 -

83 近江国多賀大社参詣道 1 -

84 淡路国多賀大社伝 1 -

85
淡路国多賀大社参拝記　文政二卯七月三日有文

筆記
1 -

86 をのころ嶋の遺趾 1 -

87 筑前国多賀大社参詣記　有文筆記 1 -

88 周防国山口多賀大社御縁起次第 1 -

89 周防国山口多賀大社別宮摂社御神号幷祭日附 1 -

90 周防国山口多賀大社少宮之図形幷讃之解 1 -

91 多賀大社御相殿三社六神御鎮座之事 1 -

92 多賀大社神薬神教丸調合薬品 1 -

93 多賀大社延寿丹調合薬品 1 -

94 多賀大社往古御勧請之次第心覚 1 -

95 天地大神宮之伝 1 -

96 縁結之神由来 1 -

97 狐の宮の伝 1 -

98 運の守神由来 1 -

99 伝説星之事 1 -

100 橋之由来附り渡神之事 1 -

101 山口十社勧請由来其外 1 -

102 山口多賀大社十二景之注書 1 -

1 多賀大社御祭礼之節社家中出勤着座之図絵 1 -

2 多賀大社家中勤不勤之帳 1 -

3 日記　文化九年ゟ天保五年迄 1箱 -

4

宝現霊社御除地江引移一件　本末両家ト龍福寺

御書下ケ之事／本末■合書之事／御鎮座之次

第其外

1櫃 -

5 宝現霊社上梁棟札之写 1 -

6 宝現霊社遷宮之記録 1 -

1 大八洲図説 1 －

2 神道天瓊矛記 1 －

3 磤馭慮島日記 1 －

4 神国女訓抄 1 02-129

記

録

類

御

社

什

物

類

其

外
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

5 神社考　詳節 1 －

6 廿一社記 1 －

7 廿二社註式　群書類従ノ内 1 －

8 廿二社本縁　群書類従ノ内 1 －

9 神社啓蒙 8 －

10 神道弁惑 2 －

11 番神問答 1 －

12 神学入式 2 －

13 陽復記 2 －

14 伊勢太神宮神異記 2 －

15 神宮秘伝問答 1 －

16 神国决疑編　上中下 1 －

17 八箇祝詞国字解 2 －
18 祝詞考 3 －
19 春日大宮若宮祭礼図 3 －
20 神部職任考 1 －
21 弁道書 1 －
22 弁々道書 2 －
23 神道独語 1 －
24 神道喪祭略私記 1 －

1 亀卜行事 1 －

2 亀卜伝口授 1 －

3 亀卜相伝秘事 1 －

4 亀卜秘伝之図 2 －

5 海北記 2 －

6 太占奥秘 1 －

7 豊葦原亀卜兆計ノ巻 1 －

8 亀卜秘伝ノ巻 1 －

9 鎮心行事 1 －

10 亀兆実記 1 －

11 太占之事　諸書抜書 1 －

12 対馬国卜部亀卜之次第 1 －

13 亀卜甲兆秘占　附リ万鏡添箱入 1 －

14 貞享四年大嘗会記 1 －

15 神敵吉田兼倶謀計記 1 －

16 吉田家之事　考物 1 －

17 将軍家御条目　其外 －

18 吉田家諸国社家執奏記 －

19 雲上明鑑等　抜書 －

20 卜部氏姓事　萩原家ノ事 －

21 卜部氏系図 －

22 吉田家神道之事　考物 1 －

23 京吉田殿家御証文写幷神祇伯職之事 1 －

24 吉田家之事ニ付御書附物 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

25 吉田家執奏之儀 －

26 関東ゟ京都エ御伺一件 －

27 芸州厳島社家執奏之儀 －

28 雅冨王ゟ御窺書 －

29 挫日蓮 1 －

30 六諭衍義大意 1 －

31 日本歳時記 7 －

32 庭訓往来捷註 1 －

33 訓蒙図彙 8 －

34 和漢年契 1 －

35 本朝改元考 1 －

36 多賀大社御文庫書目 2 －

37 多賀大社御文庫書目 2 －

1 大嘗会輯録 1 －

2 官職知要 2 －

3 百寮訓要抄 1 －

4 前王廟陵記 2 －

5 作者部類 3 －

6 本朝孝子伝 3 －

7 本朝逸史 2 －

8 扶桑隠逸伝 3 －

9 本朝列女伝 10 －

10 和論語 10 －

11 花押薮 7 －

12 古押譜 7 －

13 本朝稽古続篇 2 －

14 農家益 3 －

15 養蚕秘録 3 －

16 うひ山踏 1 －

17 玉くしげ 1 －

18 神代紀髻華山蔭 1 －

19 中子乃比礼 2 －

20 遊和草 2 －

21 好古日録 2 －

22 好古小録 2 －

23 桂林漫録 2 －

24 胡蝶庵随筆 1 －

25 牛馬問 4 －

26 梧窓漫録 2 －

27 梧窓漫録後編 2 －

28 橘庵漫筆 5 －

1 諸祓 1 －

2 諸祓之部類 1 －

3 神道伝授物 1 －
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文

庫

書

籍

類
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

4 神道伝授物目録 －

5 供奉三十二神 －

6 大工ノ番神ノ偽説 －

7 大黒神之御事 1 －

8 香椎宮・宇佐宮社伝附武内伝 1 －

9 諸国神社附大略 1 －

10 惣社八幡宮御判物類写 1 －

11 長門五社ノ事 1 －

12 出雲神社二宮由来 1 －

13 徳佐八幡宮古文書写 1 －

14 寺社旧記写 1 －

15 桜木宮故実写 1 －

16 周防十神之事 1 －

17 吉田村平清水八幡宮之事 1 －

18 諸社祭礼日聞書 1 －

19 巌隈八幡宮由縁書写 1 －

20 寺社細録　抜書 1 －

21 石見国邑智郡静窟　志津大権現之事 1 －

22 神代之図 1 －

23 神家日要 1 －

24 八足机寸法 1 －

25 鎮札　口伝 1 －

26 神馬絵馬之事 1 －

27 神徳之事　諸書抜書 1 －

28 神社造営之事諸書見聞書抜 1 －

29 神位ノ事霊神号ノ事考 1 －

30 霊社便覧 1 －

31 神職心得集書　古書抜書 1 －

32 類聚国史　神祇部　抜書 1 －

33 神無月ノ事　正五九月之事 1 －

34 舞神楽之考 1 －

35 鰐口幷鈴之事 1 －

36 四足禁食不禁食考 1 －

37 神武権衡録 1 －

38 古事記伝　抜抄 1 －

39 職原大全　抜書 1 －

40 足利学校之事 －

41 金沢文庫之事 －

42 皇朝事苑　抜書 1 －

43 文化十四年九月廿一日御即位次第写 1 －

44 本朝語園　抜萃 1 －

45 本朝無題詩　抜書 1 －

46 無尽集　抜萃 1 －

47 古実明拠　抜書 1 －

48 大学或問　抜書 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

25 吉田家執奏之儀 －

26 関東ゟ京都エ御伺一件 －

27 芸州厳島社家執奏之儀 －

28 雅冨王ゟ御窺書 －

29 挫日蓮 1 －

30 六諭衍義大意 1 －

31 日本歳時記 7 －

32 庭訓往来捷註 1 －

33 訓蒙図彙 8 －

34 和漢年契 1 －

35 本朝改元考 1 －

36 多賀大社御文庫書目 2 －

37 多賀大社御文庫書目 2 －

1 大嘗会輯録 1 －

2 官職知要 2 －

3 百寮訓要抄 1 －

4 前王廟陵記 2 －

5 作者部類 3 －

6 本朝孝子伝 3 －

7 本朝逸史 2 －

8 扶桑隠逸伝 3 －

9 本朝列女伝 10 －

10 和論語 10 －

11 花押薮 7 －

12 古押譜 7 －

13 本朝稽古続篇 2 －

14 農家益 3 －

15 養蚕秘録 3 －

16 うひ山踏 1 －

17 玉くしげ 1 －

18 神代紀髻華山蔭 1 －

19 中子乃比礼 2 －

20 遊和草 2 －

21 好古日録 2 －

22 好古小録 2 －

23 桂林漫録 2 －

24 胡蝶庵随筆 1 －

25 牛馬問 4 －

26 梧窓漫録 2 －

27 梧窓漫録後編 2 －

28 橘庵漫筆 5 －

1 諸祓 1 －

2 諸祓之部類 1 －

3 神道伝授物 1 －

御

文

庫

書

籍

類

　

箱

2

1

箱

4
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

4 神道伝授物目録 －

5 供奉三十二神 －

6 大工ノ番神ノ偽説 －

7 大黒神之御事 1 －

8 香椎宮・宇佐宮社伝附武内伝 1 －

9 諸国神社附大略 1 －

10 惣社八幡宮御判物類写 1 －

11 長門五社ノ事 1 －

12 出雲神社二宮由来 1 －

13 徳佐八幡宮古文書写 1 －

14 寺社旧記写 1 －

15 桜木宮故実写 1 －

16 周防十神之事 1 －

17 吉田村平清水八幡宮之事 1 －

18 諸社祭礼日聞書 1 －

19 巌隈八幡宮由縁書写 1 －

20 寺社細録　抜書 1 －

21 石見国邑智郡静窟　志津大権現之事 1 －

22 神代之図 1 －

23 神家日要 1 －

24 八足机寸法 1 －

25 鎮札　口伝 1 －

26 神馬絵馬之事 1 －

27 神徳之事　諸書抜書 1 －

28 神社造営之事諸書見聞書抜 1 －

29 神位ノ事霊神号ノ事考 1 －

30 霊社便覧 1 －

31 神職心得集書　古書抜書 1 －

32 類聚国史　神祇部　抜書 1 －

33 神無月ノ事　正五九月之事 1 －

34 舞神楽之考 1 －

35 鰐口幷鈴之事 1 －

36 四足禁食不禁食考 1 －

37 神武権衡録 1 －

38 古事記伝　抜抄 1 －

39 職原大全　抜書 1 －

40 足利学校之事 －

41 金沢文庫之事 －

42 皇朝事苑　抜書 1 －

43 文化十四年九月廿一日御即位次第写 1 －

44 本朝語園　抜萃 1 －

45 本朝無題詩　抜書 1 －

46 無尽集　抜萃 1 －

47 古実明拠　抜書 1 －

48 大学或問　抜書 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

49 閑田耕筆　抜書 1 －

50 花押 1 －

51 近世奇人伝　抜書 1 －

52 古文書写 1 －

53 大成経鷦鷯伝　抜書 1 －

54 故実拾要　抜書 1 －

55 経済録　抜書 1 －

56 右好覚書 1 －

57 通俗太上感応篇 1 －

58 菅神御伝記 1 －

59 長岡天満宮草創之事 1 －

60 東鑑　抜書 1 －

61 博物筌　抜書 1 －

62 醍醐雑抄　僧俗混合座次之事 1 －

63 尸書散位尸位考 1 －

64 古実覚書 1 －

65 書集草　雑事 1 －

66 延喜式幷風土記全篇之事 1 －

67 武士高鑑忠義全書　抜書 1 －

68 秉燭譚　抜書 1 －

69 高橋朝臣之事　書集 1 －

70 社家官位大意 1 －

71 官位入用覚書 1 －

72 諸装束心得大略私記 2 －

73 豊後国図田帳 1 －

74 書集物 1 －

75 諸国社家盛衰ノ事 3 －

箱5 1 大系図　西道智撰 30 －

箱6 1 諸家大系図 14 －

1 新撰姓氏録 3 －

2 神代系図 1 －

3 諸家伝　上中下合 1 －

4 藤原氏系図 3 －

5 源平系図 1 －

6 本朝武家大系図 2 －

7 鎌倉将軍家譜 1 －

8 京都将軍家譜 2 －

9 織田信長譜 1 －

10 豊臣秀吉譜 3 －

11 大江家御系譜幷御末家・吉川家・御六家略系 1 －

12 毛利家御弓矢次第 1 －

13 徳川系譜正統 1 －

14 徳川家譜　抜書 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

15 大江氏考 －

16 仁保・繁沢家譜　抜書 －

17 益田家譜　抜書 1 －

18
吉見家譜・福原家譜・藤原姓世譜・内藤家譜・北

条家譜
1 －

19 官位一件之事 1 －

20 神前用諸礼式之事 1 －

21 嵯峨野物語 1 －

22 元日稿本　寛政七年乙卯写 1 －

23 地球万国山海輿地全図 1 －

24 中臣祓古義 2 －

25 日本書紀纂疏 8 －

26 吉川惟足詠草　抜書き 1 －

27 神学者之事　集書 1 －

1 禁中幷公家諸法度十七ヶ条 1 －

2 近代年中覚書 1 －

3 装束図式 2 －

4 張先生夜話口授 2 －

5 神道奥儀 2 －

6 神道問答 1 －

7 周防国府神社古文書写 1 －

8 周防国寺院古文書 1 －

9 周防鋳銭司旧趾考証 1 －

10 豊後風土記 1 －

11 先哲叢談 1 －

12 燕居漫録 1 －

13 元文後記 1 －

14 安永後記 1 －

15 古実秘書 1 －

16 温故雑記 8 －

17 日本風土記　長門國 1 －

1 日本遷都考 1 －

2 本朝百将伝 1 －

3 御文庫書籍類箱9 6 －

4 大内家譜 1 －

5 大内氏系図 1 －

6 多々良姓大内氏歴代系図略記 1 －

7 大内本系写 1 －

8 歴名土代　群書類従ノ内 3 －

9
大内本系幷十一家　陶・宇野・鷲頭・右田・杉・仁

保・矢田・内藤・問田・冷泉・野上
1 －

10 武家系図伝 5 －

11 有職問答 5 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

49 閑田耕筆　抜書 1 －

50 花押 1 －

51 近世奇人伝　抜書 1 －

52 古文書写 1 －

53 大成経鷦鷯伝　抜書 1 －

54 故実拾要　抜書 1 －

55 経済録　抜書 1 －

56 右好覚書 1 －

57 通俗太上感応篇 1 －

58 菅神御伝記 1 －

59 長岡天満宮草創之事 1 －

60 東鑑　抜書 1 －

61 博物筌　抜書 1 －

62 醍醐雑抄　僧俗混合座次之事 1 －

63 尸書散位尸位考 1 －

64 古実覚書 1 －

65 書集草　雑事 1 －

66 延喜式幷風土記全篇之事 1 －

67 武士高鑑忠義全書　抜書 1 －

68 秉燭譚　抜書 1 －

69 高橋朝臣之事　書集 1 －

70 社家官位大意 1 －

71 官位入用覚書 1 －

72 諸装束心得大略私記 2 －

73 豊後国図田帳 1 －

74 書集物 1 －

75 諸国社家盛衰ノ事 3 －

箱5 1 大系図　西道智撰 30 －

箱6 1 諸家大系図 14 －

1 新撰姓氏録 3 －

2 神代系図 1 －

3 諸家伝　上中下合 1 －

4 藤原氏系図 3 －

5 源平系図 1 －

6 本朝武家大系図 2 －

7 鎌倉将軍家譜 1 －

8 京都将軍家譜 2 －

9 織田信長譜 1 －

10 豊臣秀吉譜 3 －

11 大江家御系譜幷御末家・吉川家・御六家略系 1 －

12 毛利家御弓矢次第 1 －

13 徳川系譜正統 1 －

14 徳川家譜　抜書 1 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

15 大江氏考 －

16 仁保・繁沢家譜　抜書 －

17 益田家譜　抜書 1 －

18
吉見家譜・福原家譜・藤原姓世譜・内藤家譜・北

条家譜
1 －

19 官位一件之事 1 －

20 神前用諸礼式之事 1 －

21 嵯峨野物語 1 －

22 元日稿本　寛政七年乙卯写 1 －

23 地球万国山海輿地全図 1 －

24 中臣祓古義 2 －

25 日本書紀纂疏 8 －

26 吉川惟足詠草　抜書き 1 －

27 神学者之事　集書 1 －

1 禁中幷公家諸法度十七ヶ条 1 －

2 近代年中覚書 1 －

3 装束図式 2 －

4 張先生夜話口授 2 －

5 神道奥儀 2 －

6 神道問答 1 －

7 周防国府神社古文書写 1 －

8 周防国寺院古文書 1 －

9 周防鋳銭司旧趾考証 1 －

10 豊後風土記 1 －

11 先哲叢談 1 －

12 燕居漫録 1 －

13 元文後記 1 －

14 安永後記 1 －

15 古実秘書 1 －

16 温故雑記 8 －

17 日本風土記　長門國 1 －

1 日本遷都考 1 －

2 本朝百将伝 1 －

3 御文庫書籍類箱9 6 －

4 大内家譜 1 －

5 大内氏系図 1 －

6 多々良姓大内氏歴代系図略記 1 －

7 大内本系写 1 －

8 歴名土代　群書類従ノ内 3 －

9
大内本系幷十一家　陶・宇野・鷲頭・右田・杉・仁

保・矢田・内藤・問田・冷泉・野上
1 －

10 武家系図伝 5 －

11 有職問答 5 －
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

12 簡礼集 7 －

13 大内家古実類書　引用書目壱巻相添 60 －

1 多々良系 1 －

2 大内家御系譜 1 －

3 大内家抜書　龍福寺什物之分 1 －

4 大内家代々記 1 －

5 大内家御代々肖像　龍福寺ニ有之分写 1 －

6 大内家古実 1 －

7 大内家年表 1 －

8 大内家家譜氷上山伝記奥之考写 1 －

9 琳聖太子紀有之大内系図 －

10 大内多々良氏譜牒　大内系図 －

11 義興卿之御事集書 1 －

12 大内義隆公御廟幷殉死墓図 1 －

13 長州萩指月城御修築一件 1 －

14 南海治乱記　抜書 1 －

15 氷上山秘奥記 2 －

16 貫通考書 1 －
17 宗五大双紙 1 －
18 大内家御小座敷衆着座之次第 －
19 毛利家正月元朝着座之次第 －
20 毛利家正月元朝御小座敷之次第 －
21 毛利家往古ヨリ寄組十家 －

22 長門国守護代記 1 －

23 無尽集　抜書 1 －
24 山口祇園御祭礼之覚　抜書 1 －
25 雅遊漫録 7 －
26 宗祇筑紫紀行 2 －
27 万宝全書　抜書 1 －
28 鎌倉頼朝公御時代分限簿 1 －
29 鎌倉時代分限帳 1 －
30 鎌倉以来将軍次第幷執権 1 －
31 武家百人一首 1 －

32 侍所沙汰篇壁書類　群書類従ノ内 1 －

33 毛吹草　半物 1 －

34 絵本武者縁（録ヵ） 3 －

35 勇者錦之陣幕 1 －

36 古事因縁集 2 －

37 宗像伝記 1 －

38 国朝諫諍録 2 －

1 築山之図 1 －
2 高嶺両大神宮御鎮座御伝記 1 －
3 日本惣国風土記　周防国 1 －

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

4 大内様御家根本記 1 －
5 大内記 1 －
6 国史年表 1 －
7 日本人物史 7 －
8 本朝蒙求 3 －
9 霊符縁起集説 2 －
10 山口山水記 1 －
11 大内多々良軍記 6 －
12 新後拾遺和歌集 1 －
13 新続古今和歌集 1 －
14 日本事跡考 1 －
15 日本二千年袖鑑　三編 1 －

箱12 1 続太平記 32 －
箱13 1 後太平記評判 29 －

1 明徳記 3 －
2 応仁記 2 －
3 応永記 －
4 嘉吉記　群書類従ノ内 －

5 大内義隆記中国治乱記　群書類従ノ内 1 －

6 東武国朝記 6 －

7 菊池軍記 －

8 佐々軍記 －

9 武田弁略 8 －

10 絵本彦山霊験記 10 －

1 平家物語 24 －

2 小秘事 1 －

1 西国盛衰記　惣目録共 18 －

2 武者物語 6 －

3 本朝通紀　前編後編　抜書 1 －

箱17 1 平家語本 21 －

1 本朝列侯伝 1 －

2 八箇国御時代分限帳 9 －

3 慶長武鑑　抜書 1 －

4 御家中古物之覚 1 －

5 周防長門之古実 1 －

6
吉田物語　三ノ巻ゟ十二迄十巻五本／附尾ノ巻

三巻
9 －

7 長門小鏡 1 －

8 防長両国之図　吉敷郡 1 －

9 長門金匱 1 －

10 安国記 1 －

11 清江記　抜書 1 －

12 鳴榛秘事記 1 －

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

12 簡礼集 7 －

13 大内家古実類書　引用書目壱巻相添 60 －

1 多々良系 1 －

2 大内家御系譜 1 －

3 大内家抜書　龍福寺什物之分 1 －

4 大内家代々記 1 －

5 大内家御代々肖像　龍福寺ニ有之分写 1 －

6 大内家古実 1 －

7 大内家年表 1 －

8 大内家家譜氷上山伝記奥之考写 1 －

9 琳聖太子紀有之大内系図 －

10 大内多々良氏譜牒　大内系図 －

11 義興卿之御事集書 1 －

12 大内義隆公御廟幷殉死墓図 1 －

13 長州萩指月城御修築一件 1 －

14 南海治乱記　抜書 1 －

15 氷上山秘奥記 2 －

16 貫通考書 1 －
17 宗五大双紙 1 －
18 大内家御小座敷衆着座之次第 －
19 毛利家正月元朝着座之次第 －
20 毛利家正月元朝御小座敷之次第 －
21 毛利家往古ヨリ寄組十家 －

22 長門国守護代記 1 －

23 無尽集　抜書 1 －
24 山口祇園御祭礼之覚　抜書 1 －
25 雅遊漫録 7 －
26 宗祇筑紫紀行 2 －
27 万宝全書　抜書 1 －
28 鎌倉頼朝公御時代分限簿 1 －
29 鎌倉時代分限帳 1 －
30 鎌倉以来将軍次第幷執権 1 －
31 武家百人一首 1 －

32 侍所沙汰篇壁書類　群書類従ノ内 1 －

33 毛吹草　半物 1 －

34 絵本武者縁（録ヵ） 3 －

35 勇者錦之陣幕 1 －

36 古事因縁集 2 －

37 宗像伝記 1 －

38 国朝諫諍録 2 －

1 築山之図 1 －
2 高嶺両大神宮御鎮座御伝記 1 －
3 日本惣国風土記　周防国 1 －

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

4 大内様御家根本記 1 －
5 大内記 1 －
6 国史年表 1 －
7 日本人物史 7 －
8 本朝蒙求 3 －
9 霊符縁起集説 2 －
10 山口山水記 1 －
11 大内多々良軍記 6 －
12 新後拾遺和歌集 1 －
13 新続古今和歌集 1 －
14 日本事跡考 1 －
15 日本二千年袖鑑　三編 1 －

箱12 1 続太平記 32 －
箱13 1 後太平記評判 29 －

1 明徳記 3 －
2 応仁記 2 －
3 応永記 －
4 嘉吉記　群書類従ノ内 －

5 大内義隆記中国治乱記　群書類従ノ内 1 －

6 東武国朝記 6 －

7 菊池軍記 －

8 佐々軍記 －

9 武田弁略 8 －

10 絵本彦山霊験記 10 －

1 平家物語 24 －

2 小秘事 1 －

1 西国盛衰記　惣目録共 18 －

2 武者物語 6 －

3 本朝通紀　前編後編　抜書 1 －

箱17 1 平家語本 21 －

1 本朝列侯伝 1 －

2 八箇国御時代分限帳 9 －

3 慶長武鑑　抜書 1 －

4 御家中古物之覚 1 －

5 周防長門之古実 1 －

6
吉田物語　三ノ巻ゟ十二迄十巻五本／附尾ノ巻

三巻
9 －

7 長門小鏡 1 －

8 防長両国之図　吉敷郡 1 －

9 長門金匱 1 －

10 安国記 1 －

11 清江記　抜書 1 －

12 鳴榛秘事記 1 －

1

10

箱16
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文
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書

籍

類

　

箱

1

8

御

文

庫

書

籍

類

箱

1

1

御
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書
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箱

1
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

13 総新録 1 －

14 拾芥抄　抜書 1 －

15 江家年表 1 －

1 神易選 1 －

2 通変亀鑑 4 －

3 和漢名数大全　小本 1 －

4 年中行事 1 －

5 天明武鑑 4 －

6 増補地名箋 1 －

7 文政武鑑　抜書 1 －

8 弘安礼節 1 －

1 大和めくりの記 1 －

2 年代重宝記 1 －

3 日本玉代 1 －

4 和字便覧 1 －

5 万代宝鑑 1 －

6 武林便覧 1 －

7 武家官位略記 1 －

8 武家装束皆具略記 1 －

9 本朝画印譜 1 －

10 卜筮手引草 1 －

11 てにをは便覧 1 －

12 大坂名所独案内 1 －

13 山口両大神宮神系図絵 1 －

14 神武権衡録　抜書 1 －

15 内裏図 1 －

16 細見京図絵 1 －

17 万世雲上明鑑　抜書 1 －

18 神祇官領吉田家諸国社家執奏記 1 －

19 山口神社仏閣一覧 1 －

20 字引凡例 3 －

1 百姓往来豊年蔵 1 －

2 葛原詩話　同後編共ニ 4 －

3 小児必用記 6 －

4 人国記 4 －

5 明君家訓 1 －

6 和礼儀統要約集 10 －

7 垣根草 5 －

8 或問珍 6 －

9 正名緒言 2 －

10 東遊記 5 －

11 西遊記 5 －

12 西遊記続編 5 －

御

文

庫

書

籍

類

箱

2

1

御

文

庫

書

籍

類

箱

2

0

箱19

箱18
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

13 孔子封王弁説 1 －

14 鄙都言種後編 2 －

1 伊勢物語 2 －

2 貫之集 2 －

3 筑前名寄 2 －

4 初学和歌式　読方詞寄 3 －

5 詠歌大概抄 1 －

6 百人一首抄 1 －

7 八代記 1 －

8
修学院御山荘御行粧初度行幸之時　修学寺八■

のうた／仙洞御製／御遷行長歌
1 －

9 集歌三十六歌仙 1 －

10 元就公詠歌連歌発句 1 －

11
石見国美濃郡高角野山　正一位柿本大明神千一

百年大祭奉納之歌
1 －

12 詞用集 1 －

13 夫木和歌 1 －

14 山口寺社幷古跡案内略記 15 －

15 米屋町笠着天神社之事 5 －

16 福部童子之記 1 －

17 華実年浮草　抜書 1 －

18 灞山詩集　抜書 1 －

19 山口十境略記 1 －

20 諸国への道程 1 －

21 古実集書 5 －

1 近衛尚通公日本紀伝歌秘註 1 －

2 新内裏御襖の和歌 1 －

3 玉鉾百首 1 －

4 周防長門名所のうた 1 －

5 鴫の羽かき 3 －

6 能因歌枕 1 －

7 周防長門国古実類書 1 －

8 新撰菟玖波集 5 －

1 老葉　宗祇注・宗長注 1 －

2 発句千部 1 －

3 大原千句 1 －

4 連歌安心集 1 －

5 連歌用 1 －

6 玄仍七百韻連歌 1 06-013
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

13 総新録 1 －

14 拾芥抄　抜書 1 －

15 江家年表 1 －

1 神易選 1 －

2 通変亀鑑 4 －

3 和漢名数大全　小本 1 －

4 年中行事 1 －

5 天明武鑑 4 －

6 増補地名箋 1 －

7 文政武鑑　抜書 1 －

8 弘安礼節 1 －

1 大和めくりの記 1 －

2 年代重宝記 1 －

3 日本玉代 1 －

4 和字便覧 1 －

5 万代宝鑑 1 －

6 武林便覧 1 －

7 武家官位略記 1 －

8 武家装束皆具略記 1 －

9 本朝画印譜 1 －

10 卜筮手引草 1 －

11 てにをは便覧 1 －

12 大坂名所独案内 1 －

13 山口両大神宮神系図絵 1 －

14 神武権衡録　抜書 1 －

15 内裏図 1 －

16 細見京図絵 1 －

17 万世雲上明鑑　抜書 1 －

18 神祇官領吉田家諸国社家執奏記 1 －

19 山口神社仏閣一覧 1 －

20 字引凡例 3 －

1 百姓往来豊年蔵 1 －

2 葛原詩話　同後編共ニ 4 －

3 小児必用記 6 －

4 人国記 4 －

5 明君家訓 1 －

6 和礼儀統要約集 10 －

7 垣根草 5 －

8 或問珍 6 －

9 正名緒言 2 －

10 東遊記 5 －

11 西遊記 5 －

12 西遊記続編 5 －

御

文

庫

書

籍

類

箱

2

1
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文
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書
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2

0
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項目 No. 物品・書籍名 巻冊 多賀社目録

13 孔子封王弁説 1 －

14 鄙都言種後編 2 －

1 伊勢物語 2 －

2 貫之集 2 －

3 筑前名寄 2 －

4 初学和歌式　読方詞寄 3 －

5 詠歌大概抄 1 －

6 百人一首抄 1 －

7 八代記 1 －

8
修学院御山荘御行粧初度行幸之時　修学寺八■

のうた／仙洞御製／御遷行長歌
1 －

9 集歌三十六歌仙 1 －

10 元就公詠歌連歌発句 1 －

11
石見国美濃郡高角野山　正一位柿本大明神千一

百年大祭奉納之歌
1 －

12 詞用集 1 －

13 夫木和歌 1 －

14 山口寺社幷古跡案内略記 15 －

15 米屋町笠着天神社之事 5 －

16 福部童子之記 1 －

17 華実年浮草　抜書 1 －

18 灞山詩集　抜書 1 －

19 山口十境略記 1 －

20 諸国への道程 1 －

21 古実集書 5 －

1 近衛尚通公日本紀伝歌秘註 1 －

2 新内裏御襖の和歌 1 －

3 玉鉾百首 1 －

4 周防長門名所のうた 1 －

5 鴫の羽かき 3 －

6 能因歌枕 1 －

7 周防長門国古実類書 1 －

8 新撰菟玖波集 5 －

1 老葉　宗祇注・宗長注 1 －

2 発句千部 1 －

3 大原千句 1 －

4 連歌安心集 1 －

5 連歌用 1 －

6 玄仍七百韻連歌 1 06-013

箱21

御

文

庫

書

籍

類

箱

2

2

箱23
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